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　　　　第14回四国中央市産業祭開催報告

新年の抱負

JAうまトピックス
　理事会だより

伊予三島税務署からのお知らせ

コスモスちゃん知恵袋
　プリエール通信

全自動貸金庫サービスについて

クロスワード・まちがいさがし

JA PLAZA
　今月の朝ご飯　根菜とミツバのおかゆ
　旬鮮倶楽部

俳句と川柳／お便りありがとう

インフォメーション
　今月の予定
　廃マルチ等の回収について

ページ

代表理事組合長
代表理事専務
常務理事

理　　事
理　　事
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理　　事
理　　事
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理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
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理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

代表監事
常勤監事
監　　事
監　　事
監　　事
監　　事
員外監事

米麦部会長
特産部会長
野菜部会長
果樹部会長
畜産部会長
ジャジャうま市部会長
おいでや市部会長
ふれあい市部会長

年金友の会
　川之江・新宮支部支部長
　三島支部支部長
　土居町支部支部長

土居町青壮年部委員長

金生支店青壮年部部長

女性部部長

謹んで新春のお慶びを
　　　　　申し上げます

篠原　一志
合田　久
近藤　善春

森川　雅之
三宅　繁博
村上　豊司
曽我部　伸一
大西　信行
松木　照夫
髙橋　厚德
曽我部　俊朗
妻鳥　和美
武村　喜太郎
篠永　誠司
矢野　貴
続木　則幸
窪田　斉
河村　洋子
佐藤　保之
河村　聖載
尾藤　政行
桑城　政子
守屋　健二
森　　康

深川　厚
石川　陵平
武村　喜志雄
髙橋　藤信
脇　　武延
筱原　保樹
西岡　明彦

藤田　忠和
宝利　義博
河村　芳樹
尾藤　政行
高石　恒彦
飛鷹　総慶
井川　和子
髙橋　博

篠原　義尚
一柳　初太郎
安藤　正司

岸　　嵩幸

大西　晁

河村　洋子
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うま農業協同組合

代表理事組合長　篠原 一志

　
組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
、
Ｊ
Ａ
う
ま
の
事
業
各
般
に
わ
た
り
格
別
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
国
内
経
済
情
勢
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
２

四
半
期
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
も
の
の
、
全
般
的
に
は
企
業
の
設

備
投
資
や
良
好
な
雇
用
・
所
得
情
勢
の
下
支
え
等
に
よ
り
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
続
き
ま
し
た
。

　
国
内
農
業
に
お
い
て
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

生
産
量
の
減
少
等
深
刻
な
問
題
が
山
積
す
る
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
等

の
過
去
に
な
い
市
場
開
放
に
向
け
た
貿
易
協
定
に
よ
っ
て
、
生
産

現
場
で
は
大
き
な
将
来
不
安
を
抱
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
金
融
環
境
の
悪
化
に
加
え

て
、
政
府
が
進
め
る
農
協
改
革
で
は
、
准
組
合
員
利
用
規
制
問
題

や
信
用
事
業
の
分
離
等
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
一

層
厳
し
さ
を
増
す
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
、
信
用
・
共
済
事
業

を
含
め
た
総
合
事
業
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
地
域
の
農
業
や
く
ら
し

を
全
般
に
わ
た
っ
て
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
将

来
に
わ
た
り
総
合
事
業
の
展
開
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

を
組
織
決
定
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
各
事
業
の
機
能
・
体
制
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
施
設
面
で
は
、
旧
本
店
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昨
年
５
月
７
日
に

新
本
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
本
店
施
設
が
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
広

場
に
移
設
し
た
こ
と
で
、
信
用
・
共
済
・
管
理
部
門
と
営
農
経
済

部
門
の
本
店
機
能
が
集
約
さ
れ
、
部
門
間
の
連
携
・
機
能
が
強
化

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
率
的
な
事
業
展
開
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
関
連
施
設
で
は
、
全
農
え
ひ
め
が
管
内
土

居
町
蕪
崎
に
「
愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場
」
を
今
年
３
月
か
ら

の
運
用
開
始
に
向
け
て
建
設
し
て
お
り
、
施
設
の
完
成
後
当
Ｊ
Ａ

が
業
務
委
託
を
受
け
運
営
管
理
を
行
い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
稼
働

に
よ
っ
て
、
県
内
里
芋
統
一
規
格
に
基
づ
く
共
同
選
果
と
共
同
販

売
に
よ
り
、
流
通
の
合
理
化
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
拡
大
に
よ
る
生
産

者
手
取
り
の
安
定
化
、
最
大
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
組
織
面
で
は
、
小
規
模
化
す
る
管
内
農
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、

定
款
の
正
組
合
員
資
格
要
件
の
耕
作
面
積
要
件
を
無
く
し
、
新
規

就
農
者
や
直
販
所
出
荷
者
等
よ
り
多
く
の
農
業
者
の
方
が
正
組

合
員
と
な
り
組
合
活
動
に
参
画
頂
け
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
利
用
を
通
じ
共
に
地
域
農
業
を
支
え

て
頂
く
准
組
合
員
の
方
々
に
も
「
地
域
の
「
食
」
と
「
農
」
の
応

援
団
」
と
し
て
組
合
運
動
に
是
非
参
画
頂
き
、
そ
の
ご
意
見
を
事

業
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
な
組
合
組
織
づ
く
り
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
年
は
亥
年
で
す
。
亥
年
は
、
「
耐
え
て
力
を
蓄
え
る
年
」
と
い

う
意
味
を
表
す
干
支
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
処
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ
る
中
で
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様

の
視
点
に
立
っ
た
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
Ｊ
Ａ

う
ま
が
、
将
来
に
わ
た
り
「
農
」
と
「
食
」
、
「
く
ら
し
」
を
通

じ
て
豊
か
な
町
づ
く
り
に
貢
献
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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多くの
地元農産物
がズラリ

特集2

第 21 回

第 14 回

第2

第

JAうまグリーンフェスタJAうまグリーンフェスタ

第14回

第2

第14回四国中央市産業祭四国中央市産業祭四国中央市産業祭
&&

開催
報告!

　
11
月
17
・
18
日
の
二
日
間
、J
A
う
ま
と
四
国
中
央
市

は
、第
21
回
J
A
う
ま
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
と
第
14
回
四

国
中
央
市
産
業
祭
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。天
候
に
恵
ま

れ
、会
場
と
な
っ
た
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
広
場
と
伊
予
三
島
運

動
公
園
は
、両
日
合
わ
せ
て
約
3
3,
0
0
0
人
の
来
場

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
も
ち
投
げ
や
パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
の
配
布
、蛇
口
か
ら
み
か

ん
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
多
数
の
催
し
を
行
い
、中
で
も
目
玉
と

な
る
大
鍋
を
使
っ
た
芋
炊
き
で
は
、直
径
お
よ
そ
2
㍍
に

も
な
る
四
国
最
大
級
の
大
鍋
で
J
A
う
ま
特
産
品
の
里

芋「
伊
予
美
人
」を
200
㌔
、鶏
肉
を
60
㌔
、出
汁
を
170
㍑
使

用
し
、各
日
1
0
0
0
食
限
定
で

販
売
し
ま
し
た
。2
日
と
も
、長
蛇

の
列
が
で
き
、1
時
間
ほ
ど
で
完

売
し
ま
し
た
。

朝から行列が
できていました

たくさんのご来場ありがとうございました！

21211回1回

くさたく

報
ました！

　
開
会
式
で
は
各
展
示
出
品
者

や
四
国
中
央
市
に
貢
献
し
た

方
々
に
対
す
る
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農産物展表彰者（括弧内は品目）

《市長賞》
大山 繁和さん
（里芋）

《市議会議長賞》
妻鳥 戌さん
（里芋）

《農協組合長賞》
西原 和正さん
（山の芋）

《東予地方局長賞》
眞鍋 卓也さん
（里芋）

《東園支部長賞》
寺尾 悟志さん
（愛媛中生）

四国中央市功労賞表彰者

桑城 政子さん

杉尾 義治さん

萩尾 久美男さん

高橋 照充さん

今年も

たくさんの出品を

お待ちして

おります！

いもたき販売

JAうまカップジュニアサッカー大会

もち投げ
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「パンッ‼」という音と共に
パットライスが出来ました

四国中央市産業祭
&

ジャジャうま市

手作りカレー販売が
行われました！

蛇口から
みかん
ジュース
にビックリ

餅つき
子ども達も
参加です

せり市
威勢の良い
掛け声が
飛びかいます

第 23 回第23回 JAうまカップジュニアサッカー大会JAうまカップジュニアサッカー大会JAうまカップジュニアサッカー大会 結果
報告

　グリーンフェスタと同時にジュニアサッカー大会が伊予三島運動公園で開催されました。
　管内の6クラブ32チームが出場し、皆一生懸命グラウンドを駆け回りました。見事優勝を果たしたチームとMVP
となった選手を紹介します。

6年生の部

優勝
三島オーカーズ A

MVP 石川  碧貴君
いしかわ あお き

5年生の部

優勝
F．C．川之江jr. A

MVP 清水  瑛太 君
 し  みず えい  た

4年生の部

優勝
F．C．川之江jr. A

MVP 津留  啓人 君
 つ   る けい  と

3年生の部

優勝
三島FC

MVP 井川  萌子 さん
 い  かわ  も   こ

あったか荘三島・川之江・土居の
合同文化祭が行われました

三島土居

川之江
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毎年恒例となりました「新年の抱負」。毎年恒例となりました「新年の抱負」。

今年も地域の方々に聞きました！今年も地域の方々に聞きました！

新年の
抱負

毎年恒例となりました「新年の抱負」。

今年も地域の方々に聞きました！

三島高校女子ラグビー部の
皆さん

加地　巧さん

鈴木　颯汰さん

ひまわり号を走らせる土居実行委員会の皆さん 四国中央アマチュア無線クラブの皆さん

四国中央市　太陽の家の皆さん

吉永　璃緒さん
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　11月16日、総合経済センターでJAうま共済窓口職員によ
る平成30年度スマイルサポーターロールプレイング大会予
選会を行いました。
　各ブロックから選出された4名のスマイルサポーターの職
員が、ラブレッツ（JA共済タブレット端末）を活用し日頃の
カウンターセールスの成果を発揮しました。問いかけを交え
丁寧な説明が印象的だった川之江中央支店の三宅真紀子
さんが見事優勝しま
した。優勝した三宅
さんは、今年1月15日
に行われる愛媛県
大会へJAうま代表と
して出場します。

満足度向上を目指して
スマイルサポーターロールプレイング大会

　11月9日、JAうま女性部は伊予三島体育館で健康
部会を開きました。「笑顔でチャレンジ！見直そう生
（い）・食（しょく）・重（じゅう）」を活動テーマに、JA
愛媛厚生連の高市大輝さんを講師に招き、シナプソ
ロジー（脳トレエクササイズ）を行いました。
　シナプソロジーとは二つのことを同時に行ったり、
左右で違う動きをするといった普段慣れない動きで
適度な刺激を与えることで、脳の活性化を図ります。
複数人で楽しく行うことで感情などに関係した脳も
活性化され、認知機能や運動機能の向上も期待で
きます。参加した部員は「脳では分かっていても足が
動かなくて、左右違うことをするのが難しかった。脳
が活性化されて楽しかった」と笑顔で話しました。

JAうま女性部健康部会
Let's！エクササイズ

第39回JAうま年金友の会
土居町支部総会

　11月3日、年金友の会土居町支部は、土居町農村
環境改善センターで総会を行いました。当日は多くの
会員が訪れ、昨年の事業報告、今年の事業計画を
審議しました。
　総会後、会員はゆったりと食事をしながら交流を
深めました。

JAうま年金友の会（寒川・豊岡地区）
一泊旅行を満喫

　11月14日・15日、寒川・豊岡地区年金友の会は、三
重県へ一泊旅行に出掛けました。38名が参加し、伊
勢神宮など三重の観光名所を巡りました。

毎年恒例となりました「新年の抱負」。

今年も地域の方々に聞きました！

パワースポットとしても有名な「伊勢神宮」で記念写真

JAうまで年金をお受け取りいただくと旅行企画・金利上乗せ定期貯金・誕生日プレゼントなど様々な特典をご用意しています。
「年金友の会」への入会のお問い合わせ・お申し込みは、JAうま窓口または渉外担当者にお申し出ください。
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第8回理事会 平成30年11月30日（金）

小規模多機能型居宅介護事業公募への参加
（応募）について

福祉職員就業規則の変更について

平成30年度愛媛県常例検査の指摘事項に対
する改善状況報告（案）について

平成30年度JA全国監査機構期中監査Ⅰ改善
指示書に対する回答書（案）について

大口貸出案件の承認について

ATMの更新について

固定資産（建物）の除去について

平成30年度冬季賞与の支給について

第 1 号議案

第 2 号議案

第 3 号議案

第 4 号議案

第 5 号議案

第 6 号議案

第 7 号議案

第 8 号議案

平成30年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

関川小学校に出前授業
児童ら地域の特産品学ぶ

　JAうま営農指導課は11月16日、関川小学校3年
生に地域農業について出前授業を行いました。講
師を務めた合田仁さんは児童らに四国中央市の
特産品である里芋の文化や歴史、圃場管理などに
ついて黒板を用いて分かりやすく説明を行いまし
た。授業の最後には、児童から「美味しい里芋を
作る為にどのようにしているのですか」や「伊予
美人の由来は何ですか」などの質問があり、合田
さんは1つ1つ笑顔で丁寧に答えました。

あったか荘三島
あったかファッションショー開催

　11月13日、利用者とファッションショーのイベント
を行いました。
　スタッフが用意した洋服を身にまとい花束を持っ
て花道を歩きました。背筋が伸び颯爽と歩く姿はモ
デルのようです。変身した利用者を見てみんな大笑
い。利用者は「お
へそが背中にくっ
つくのかと思っ
た。楽しかった」
と大笑いの1日で
した。

南海放送で「伊予美人」が
紹介されました！

　12月5日、南海放
送 J Aバンクえひめ
Presents「元気！えひ
め農業！」の番組取材
があり、JAうま合田久
専務の圃場で行なわ
れました。
　「伊予美人」の誕
生や特徴について聞

かれ、合田久専務は「肉質も柔らかくとてもヘル
シー。ねっとりとした粘りが最大の特徴です」と
話しました。また平成31年3月稼働予定の「愛媛さ
といも広域選果場」について「東予地区が“愛媛
チーム”として伊予美人の品質を一定にして全国
どこでも送れるように体制作りをしていきたい」
と意気込みを語りました。
※今回の番組取材は、12月22日（土）に放送され
ました。
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いつでもどこでもスマホで申告
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ニ
ラ
は
早
め
の
株
分
け
と
更
新

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
付
加
保
険
料
の
特
定
納
付
制
度
と
は
、
過
去
、
付
加

保
険
料
を
納
付
期
限
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
人
が
対
象

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
付
加
保
険

料
を
過
去
十
年
間
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、
平
成
三
十
一

年
三
月
三
十
一
日
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
「
国
民
年
金
特
定
付
加
保
険
料
の
お
知
ら
せ

兼
特
例
納
付
申
込
書
が
送
付
さ
れ
て
き
て
い
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
。
以
前
に
付
加
保
険
料
の
申
込
を
し
て
い
る

が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
が
基
本
的
に
対
象
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
「
特
例
納
付
申
込
書
」
を
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
納
付
済
み
の
付
加
保
険
料
が
返
却
さ

れ
る
事
に
な
り
、
将
来
の
年
金
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
返
送
し
て
下
さ
い
。
付
加

保
険
料
と
は
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
給
す
る
為
の

制
度
で
す
。
加
入
で
き
る
の
は
国
民
年
金
第
一
号
被
保

険
者
な
ら
び
に
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
又
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
し
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
な
い
こ
と
を

希
望
し
な
い
場
合
は
、
「
付
加
保
険
料
納
付
辞
退
申
出

書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
国
民
年
金
特
定
付
加
保
険
料
に
つ
い
て
」

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆

　
肉
と
の
料
理
の
相
性
が
良
く
、
ス
タ

ミ
ナ
料
理
な
ど
に
親
し
ま
れ
る
ニ
ラ
は
、

多
年
草
で
一
度
植
え
て
お
け
ば
、
毎
年
、

年
に
数
回
収
穫
で
き
る
の
で
、
家
庭
菜

園
に
適
し
た
野
菜
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
し

か
し
、
い
く
ら
強
い
と
い
っ
て
も
2
〜
3

年
取
り
続
け
る
と
、
株
が
密
生
気
味
と

な
り
、
幅
広
で
厚
み
の
あ
る
良
い
葉
が

収
穫
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

う
な
る
前
に
早
め
に
株
分
け
し
、
更
新

す
る
の
が
得
策
で
す
。

　
株
分
け
に
一
番
良
い
時
期
は
、
葉
が

枯
れ
根
株
が
休
眠
状
態
に
入
っ
て
い
る

冬
の
間
で
す
。
こ
の
頃
は
根
に
栄
養
が

十
分
蓄
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
断
根
や

株
の
分
割
と
い
う
荒
療
治
を
し
て
も
、

傷
み
が
少
な
く
、
作
業
が
し
や
す
い
か

ら
で
す
。

　
株
分
け
の
方
法
は
、
ま
ず
地
上
に
残
っ

て
い
る
枯
れ
葉
を
、
5
c
m
ぐ
ら
い
の
高

さ
で
、
鎌
で
き
れ
い
に
刈
り
取
り
ま
す
。

そ
し
て
株
の
周
り
に
く
わ
か
ス
コ
ッ
プ
を

大
き
く
打
ち
込
ん
で
、
根
株
を
土
か
ら

掘
り
起
こ
し
ま
す
。
根
は
強
大
で
、
密
に

広
範
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
全
て
を
一

気
に
掘
り
取
れ
な
い
の
で
、
中
途
で
縦
に

切
断
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
掘
り
上
げ
た
ら
土
を
振
る
い
落
と

し
、
指
先
に
大
き
く
力
を
入
れ
て
大
割

り
し
、
さ
ら
に
小
割
り
し
て
、
図
の
よ
う

に
2
〜
3
本
ず
つ
に
分
割
し
ま
す
。
こ
れ

を
2
〜
3
個
ま
と
め
て
、
20
〜
25
c
m
の

株
間
に
植
え
付
け
ま
す
。

　
植
え
溝
は
事
前
に
、
8
〜
10
c
m
ぐ
ら

い
に
深
め
に
掘
り
、
元
肥
と
し
て
堆
肥
や

油
か
す
、
緩
効
性
の
化
成
肥
料
な
ど
を

十
分
に
施
し
て
お
き
ま
す
。
植
え
る
際

に
は
、
根
株
を
束
ね
な
い
で
、
平
置
き
に

す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
溝
は
深
め
に
掘
っ
て
植
え
た
根
株

を
換
気
や
乾
燥
か
ら
も
守
っ
て
や
り
ま

す
。
覆
土
は
株
の
上
部
が
や
や
出
る
く

ら
い
に
と
ど
め
て
お
き
、
や
が
て
新
葉

が
伸
び
だ
し
て
き
た
ら
、
葉
先
を
埋
め

な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
、
2
回
ほ
ど

覆
土
を
し
て
、
溝
が
埋
ま
る
よ
う
に
管

理
し
ま
す
。

　
そ
う
す
る
と
春
に
は
見
違
え
る
ほ
ど

に
、
勢
い
の
良
い
、
良
質
な
ニ
ラ
に
な
り

ま
す
。

　
株
が
増
え
て
き
た
ら
銀
色
の
フ
ィ
ル

ム
を
畝
上
に
二
重
掛
け
し
、
さ
ら
に
黒
色

フ
ィ
ル
ム
で
覆
い
、
黄
ニ
ラ
に
育
て
て
み

る
の
も
楽
し
み
で
す
。
な
お
、
販
売
用
の

高
品
質
な
物
は
、
毎
年
種
ま
き
し
て
育

て
た
苗
を
植
え
て
、
年
間
随
時
販
売
す

る
物
で
、
通
常
古
株
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。

10



【
　
不
動
産
所
得
　
】

　
確
定
申
告
で
ト
ク
を
す
る
の
は
何

色
？
　
確
定
申
告
に
は
青
色
申
告
と
白
色

申
告
の
2
種
類
が
あ
り
、
ト
ク
を
す
る

の
は
「
青
色
」
で
す
。
こ
の
青
色
申
告

に
は
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
①
所
得
か
ら
最
高
65
万
円
の
特

別
控
除
額
が
差
し
引
け
ま
す
。
②
家
族

に
支
払
っ
た
給
与
が
適
正
水
準
で
あ
れ

ば
、
経
費
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
3
年
間
赤
字
を
繰
り
越
せ
る
な
ど
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
青
色
申
告
は
、

そ
の
年
の
3
月
15
日
ま
で
に
税
務
署
に

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
の
申
請
を

す
れ
ば
間
に
合
い
ま
す
。
そ
う
、
申
請

は
『
今
で
し
ょ
！
』
青
色
申
告
。

節
税
の
た
め
の
申
告
対
策

（
１
）
建
築
費
は
分
け
て
償
却
し
た
方

が
ト
ク

　
ア
パ
ー
ト
の
建
築
を
業
者
に
一
括
請

負
さ
せ
た
場
合
に
は
、
建
築
費
の
中
に

電
気
・
給
排
水
設
備
な
ど
の
附
属
設
備

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
建
物

本
体
よ
り
耐
用
年
数
の
短
い
（
15
年
）

資
産
に
分
け
減
価
償
却
す
る
と
、
当
初

の
必
要
経
費
を
多
く
す
る
こ
と
が
で

き
、
有
利
に
な
り
ま
す
。

（
２
）
建
物
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
建
物
等
の
修
繕
内
容
に
よ
っ
て
は
、

資
本
的
支
出
（
固
定
資
産
）
と
な
り
、

支
払
時
期
と
必
要
経
費
算
入
時
期
が
大

き
く
ず
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ま

め
な
通
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
日

ご
ろ
の
管
理
は
、
資
産
価
値
を
高
め
、

支
払
時
期
と
必
要
経
費
算
入
時
期
が
一

致
す
る
た
め
、
税
負
担
軽
減
の
面
か
ら

も
、
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

【
　
譲
渡
所
得
　
】

　
譲
渡
所
得
は
、
土
地
、
建
物
等
の
譲

渡
収
入
か
ら
必
要
経
費
（
取
得
費
と
譲

渡
費
用
）
を
控
除
し
て
計
算
し
、
他
の

所
得
と
切
り
離
し
て
課
税
さ
れ
る
分
離

課
税
で
す
。
ま
た
、
売
却
し
た
土
地
、

建
物
等
の
所
有
期
間
が
、
5
年
を
超
え

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
長
期
と
短
期
に

区
分
し
て
所
得
税
及
び
住
民
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
前
半
取
り
上
げ
た
の
は
、

土
地
、
建
物
等
の
賃
貸
収
入
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
て
計
算
す
る
不
動
産
所

得
で
、
こ
ち
ら
は
総
合
課
税
で
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意

下
さ
い
。

　
先
祖
伝
来
の
土
地
や
、
売
買
契
約
書

を
な
く
し
た
場
合
な
ど
土
地
の
取
得
費

が
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
①
取
得
費

を
売
却
金
額
×
5
％
と
し
て
計
算
す
る

方
法
や
、
②
市
街
地
価
格
指
数
に
基
づ

く
①
の
取
得
費
を
超
え
る
合
理
的
な
方

法
等
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
譲
渡
所

得
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
譲
渡
益
か

ら
一
定
の
金
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
特
別
控
除
（
3
0
0
0
万
円
等
）

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
一
度
専
門
家
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　
資
産
保
全
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
確
定
申

告
、
贈
与
や
相
続
、
資
産
管
理
な
ど
に

関
す
る
お
困
り
ご
と
を
親
身
に
な
っ
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

【
　
不
動
産
所
得
・
譲
渡
所
得
　
】

JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-2327　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

プリエール

会員募集中
事前相談受付中

11月24日『人形供養祭＆内覧会』を開催いたしました11月24日『人形供養祭＆内覧会』を開催いたしました

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

　11月24日（土）プリエール三島にて『人形供
養祭＆内覧会』を開催いたしました。今年で4回
目のイベントとなりますが、昨年以上にたくさん
の方にご来館いただきまして誠にありがとうご
ざいました。今話題のハーバリウム講習会では、
素敵な作品が出来上がり、参加者の皆様には大
変喜んでいただきました。また、人形供養祭では
たくさんのお人形を、新長谷寺ご導師様のもと
ご供養させていただきました。ご参列いただきま
した皆様にはビンゴ大会もお楽しみいただき、
有意義なイベントとなりました。今後もこのよう

な様 な々イベントを通じ、地域の皆様に安心と信頼をいただけますよう、
スタッフ一同頑張っていきたいと思いますので、宜しくお願い申し上げま
す。なお、皆様から寄せられました西日本豪雨災害義援金は、￥122,300
となりました。この度、JA全農えひめを通じ寄付しましたことをここにご
報告致します。皆様の温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとともに、
被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
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うま農業協同組合  中曽根支店

みなさまの大切な財産等をお預かりして盗難・紛失・
火災などの被害からお守りします

個人・法人どちらのお客様さまもご利用いただけます。

カードと暗証番号の入力だけでご利用いただけます。座ったままで
お手元に貸金庫が届きます。

　お問合せ
　　　　　うま農業協同組合 中曽根支店
　　　　　　　担当　西岡
　　　　　　　電話　（0896）24-2213
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郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

62円分の切手を
はってください

①
輪
郭
を
描
い
た
紙
に
目
や
鼻
な
ど
の
パ
ー

ツ
を
並
べ
て
遊
び
ま
す

②
１
、
２
、
３
や
一
、
二
、
三
な
ど

③
『
春
の
海
』
や
『
六
段
の
調
（
し
ら
べ
）
』

を
奏
で
る
楽
器

④
小
銭
入
れ
に
入
れ
る
物

⑥
鹿
児
島
産
焼
酎
の
原
料
の
多
く
は
こ
れ

⑧
空
か
ら
ち
ら
ち
ら
と
降
っ
て
き
ま
す

⑩
山
田
太
郎
さ
ん
だ
っ
た
ら
Ｔ
・
Ｙ

⑫
怒
る
と
頭
に
生
え
る
か
も

⑭
車
窓
を
流
れ
て
い
く
も
の

⑯
剣
道
で
使
う
武
具

⑱
ご
来
光
を
見
る
た
め
に
登
る
人
も
い
ま
す

①
障
子
よ
り
は
破
れ
に
く
そ
う
な
建
具

③
彼
は
│
│
東
西
の
文
学
に
詳
し
い

⑤
素
振
り
中
の
バ
ッ
ト
が
切
る
も
の

⑥
テ
ン
サ
イ
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
調
味
料

⑦
漫
談
家
が
巧
み
な
│
│
で
場
を
沸
か
せ
た

⑨
カ
キ
や
タ
イ
ラ
ギ
、
ト
コ
ブ
シ
な
ど

⑪
│
│
考
査
。
│
│
手
当

⑬
寒
い
日
に
は
氷
が
張
る
こ
と
も

⑮
平
成
３１
年
の
十
二
支
は

⑰
闘
鶏
に
使
わ
れ
る
鳥
。
漢
字
で
書
く
と
軍

鶏
⑲
農
具
や
収
穫
物
を
入
れ
て
お
く
建
物

⑳
壁
の
│
│
か
ら
風
が
吹
き
込
ん
だ

㉑
旅
客
機
に
乗
っ
て
た
め
る
人
も
い
ま
す

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
1
月
25
日
（
金
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募66通）
晩秋（ばんしゅう）

11月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

1月号
クロスワード解答
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※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、62円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

　茨城県笠間市にある「キッチ
ン晴人（ハレジン）」のオーナー
シェフ・永井智一さんに、元気
が湧いてくる朝ご飯を教えて
いただきます。

永井智一（ながい・ともかず）

根菜とミツバのおかゆ

作り方

（1）米をとぎ、ざるにあげ 20 分置
いた後、ごま油を絡めておく。

（2）手鍋に水と（1）を入れ中火に
かけ沸騰したら弱火にしてコ
トコト炊いていく。

（3）炊いていく途中で、ダイコンと
カブを入れ塩で味を調え、刻
んだミツバを散らして出来上
がり。

材 料（4人分）

米…1/2カップ
水…3と1/2カップ（7倍量）
ごま油…大さじ1/2
ダイコン…1/8本（短冊に切り下ゆでする）
カブ…1個（1/8に切り下ゆでする）
ミツバ…1/2束
塩…適宜

ポイント

炊き上がりまでの時間の目安は20
～30分

「旬鮮倶楽部」のお問合せ・お申込みは、お近くの
JA（農協）へお問い合わせください。
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☆
Ｊ
Ａ
う
ま
毎
月
の
う
ま
キ
ッ
ズ
に
心

か
ら
癒
さ
れ
ま
す
。表
紙
が
楽
し
み
。こ

ち
ら
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。お
元
気
に

育
つ
こ
と
を
願
い
ま
す
。（

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
）

【
編
】
毎
月
う
ま
キ
ッ
ズ
の
撮
影
に
お
伺

い
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
ど
の

子
ど
も
さ
ん
も
可
愛
ら
し
く
、
カ
メ
ラ

を
向
け
る
と
良
い
表
情
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
う
ま
キ
ッ
ズ
の
お
子
さ
ん
や
、
見
て

頂
い
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
思
い
出
に

残
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！

☆
11
月
号
の
Ｊ
Ａ
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
!!（
最
高
の
ペ
タ
ン
ク
日
和
）第
5
回

Ｊ
Ａ
う
ま
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
の
事
が
、

載
っ
て
い
ま
し
た
ね
。あ
の
時
、
私
も
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。優
賞
者
上
位
、

3
位
迄
表
彰
さ
れ
た
後
に
突
然
名
前
を

呼
ば
れ
、
私
達
の
チ
ー
ム
が
…
。飛
び
賞

を
頂
き
ま
し
た
。最
高
に
楽
し
い
一
日

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
岡
﨑
和
子
さ
ん
）

【
編
】
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
！
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
♪
私
も
当
日
、
ペ
タ

ン
ク
に
初
挑
戦
し
た
の
で
す
が
、
な
か

な
か
思
い
通
り
に
球
を
投
げ
る
こ
と
が

出
来
ず
・
・
・（
笑
）

　
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
！

☆
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

の
人
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
問
題
を
出
し

て
み
ま
し
た
。答
え
を
お
ぼ
え
た
彼
女

た
ち
が
、
職
場
で
周
囲
の
人
々
に
ク
イ

ズ
を
出
し
て
、
す
ご
く
感
心
さ
れ
た
そ

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
と
な
り
、
5

月
に
は
新
し
い
年
号
と
な

り
ま
す
ね
。

　
皆
様
に
と
っ
て
2
0
1
8
年
は
ど
ん

な
１
年
で
し
た
か
？
私
は
、
4
月
に
入

組
し
た
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々

と
出
会
い
、
私
に
と
っ
て
毎
日
刺
激
の

あ
る
思
い
出
深
い
1
年
で
し
た
。

　
今
月
の
表
紙
は
新
年
号
と
い
う
事

で
、
地
域
の
方
々
の
「
笑
顔
の
写
真
」

で
す
。
今
年
1
年
、
皆
様
が
笑
顔
で
過

ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
Ｊ
Ａ
う
ま
」
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
!

可
惜
夜
を
慈
し
み
つ
つ
句
を
捻
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
津
　
　
勝

ひ
ら
が
な
の
女
で
居
た
い
う
す
化
粧
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
孝
子

平
成
の
次
の
元
号
推
理
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
多
恵
子

逆
ら
わ
ず
流
れ
に
沿
え
ば
楽
な
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
久
美
子

体
の
悪
い
父
に
助
け
て
も
ろ
た
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
葉
子

そ
の
人
の
生
き
た
証
が
句
に
滲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
ス
ミ
子

焦
ら
な
い
人
生
に
あ
う
レ
ト
ロ
プ
リ
ン
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
惠

苦
い
日
も
思
い
出
に
変
え
る
額
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
井
こ
ず
ゑ

心
配
ご
と
解
決
す
る
に
は
時
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
千
恵

点
と
線
辿
り
宇
宙
へ
飛
ぶ
か
ぐ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
上
ふ
さ
子

う
ま
キ
ッ
ズ
可
愛
い
笑
顔
元
気
く
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
・
Ｍ

投
句
募
集
中
！

「まちがいさがし」答え ： 4 ………… 髪飾りの形が違う　　 5 …………犬の目線が違う　　 7 …………箸が長い
　　　　　　　　　　   10 …………「祝い」の飾りがある　　12 …………杯の数が減っている

う
で
す
。「
Ｊ
Ａ
う
ま
」
の
記
事
の
数
々

が
、
地
域
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
の
人
に

と
っ
て
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
け
ん
さ
ん
さ
ん
）

【
編
】
広
報
誌
が
た
く
さ
ん
の
方
に
役

立
っ
て
い
る
よ
う
で
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
み

て
下
さ
い
ね
♪

☆
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。何
気
な
い
あ

た
り
前
の
日
常
に
感
謝
し
つ
つ
、
近
く

で
孫
の
成
長
が
見
ら
れ
る
幸
せ
に
感
謝

し
な
が
ら
、
来
年
も
そ
う
あ
り
た
い
で

す
。

（
ヒ
ロ
リ
ン
さ
ん
）

【
編
】
1
年
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で

す
ね
。何
気
な
い
毎
日
が
ど
ん
な
に
幸

せ
か
、
日
々
実
感
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
お

孫
さ
ん
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。元

気
に
す
く
す
く
と
育
つ
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
♪

☆
1
か
月
に
2
回
ほ
ど
四
国
中
央
市
の

実
家
に
帰
り
、
村
松
町
の
母
を
お
い
で

や
市
に
つ
れ
て
い
き
ま
す
。い
つ
行
っ

て
も
お
客
さ
ん
で
一
杯
で
す
ね
。母
は

買
い
物
の
と
き
は
生
き
生
き
し
て
い
ま

す
。

（
ゆ
っ
く
ん
さ
ん
）

【
編
】
産
直
市
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

商
品
等
を
取
り
扱
っ
て
い
き
ま
す
。ま

た
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

オ
カ
リ
ナ
を
初
め
て
な
ら
す
七
十
路
紅
う
木
々
に
響
き
つ
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
幸
子

手
を
つ
な
ぎ
童
謡
歌
ひ
戻
り
来
る
親
子
に
冬
の
夕
焼
け
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
慶
喜

お
で
ん
の
具
子
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
も
の
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
夕
食
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
子

（
Ａ
・
Ｏ
さ
ん
）

と
て
も
鮮
や
か
な
綺
麗
な
お
花

で
す
ね
。元
気
に
咲
い
て
い
る
様

子
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
編
】

（
Ｓ
・
Ｉ
さ
ん
）

食
べ
た
い
け
ど
な
か
な
か
・・・
！

（
笑
）
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て

た
ま
に
贅
沢
も
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

【
編
】

雨
風
に
堪
へ
し
梢
の
残
り
柿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

曼
珠
沙
華
菩
薩
の
御
手
に
触
れ
て
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
寿
子

介
護
車
の
両
窓
写
る
紅
葉
か
な            

　
　
　
　
　
　
石
村
　
智
子

平
成
の
最
後
の
祭
天
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

山
裾
の
賑
は
ふ
草
木
紅
葉
照
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

鰯
雲
叱
れ
ば
余
計
吠
え
る
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

暮
れ
て
行
く
川
瀬
の
音
や
秋
深
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

錦
秋
や
渡
月
橋
に
舞
妓
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

車
窓
か
ら
見
た
大
輪
の
菊
の
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

だ
だ
こ
ね
て
母
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
団
栗
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
に
っ
ち
ゃ
ん

た
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●1月18日（金）　午後1時30分～
　やまのいも新規栽培者講習会　土居中央支店2F会議室

●1月23日（水）　午前9時30分～正午
　さといも疫病防除対策セミナー　土居文化会館（ユーホール）

1

8

15

22

29

日月 火  水 木 金 土

2

9

16

23

30

4

11

18

25

3

10

17

24

31

6

13

20

27

5

12

19

26

7

14

21

28

1 月の予定 ※12月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

成人の日

特集１  新年のご挨拶
特集２  第21回グリーンフェスタ＆
　　　  第14回四国中央市産業祭開催報告

年金 豊岡支店

年金 本店 年金 中曽根支店年金 関川支店

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店年金 川下支店

年金 寒川支店年金 金生支店

●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会

廃マルチ等の回収のお知らせ

　廃マルチ等については、不法投棄等による地域内の汚染が問題化され行政関係機関より指

導が行われております。そうしたなかで、当JAでは毎年廃マルチの回収を有償にて実施して

おります。今年度の回収については、下記の日程で行いますので、宜しくお願い致します。

記

日　　時：平成31年1月26日（土） ★雨天決行　午前9時 ～ 午後4時まで

場　　所：豊岡経済センター・土居中央経済センター　以上2ヵ所

回収品目：廃マルチ・畦畔シート・肥料袋・育苗箱

※ 引取条件

1， 荷姿については、肥料袋に詰め込み口をしないで、十文字にヒモをかけて下さい｡ 

尚、袋でない場合は重量20キロまでとし、出来る限り小さくまとめ十文字にヒモを

かけて下さい。特に、ビニ－ルの場合は注意して下さい。

2， 指定した時間・荷姿以外は受け取りを致しません。（各自にて搬入して下さい。）

3， 農家負担金100 円/㎏。 但し、JAにて購入された方は50円/㎏の負担となります。

☆ 必ず、印鑑を持参してください。（委任状に押印の為）


